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研究題目 オルガネラの恒常性維持における統合的ストレス応答の意義 
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【1】研究の概要 

[1-1]本研究の目的・概要 

ミトコンドリアなどのオルガネラの量は、

同じ種類の細胞間では類似しており、これ

はオルガネラ量の恒常性を司るシステムの

存在が示唆されるが、ほとんどわかってい

ない。本研究では、このオルガネラ量の恒常

性維持システムを統合的ストレス応答の観

点から明らかにする。 

[1-2]研究の方法・経過 

本研究では、申請者が独自に開発したミト

コンドリア量を人工的に減少させるシステ

ムを用いて、ミトコンドリアが消失による

代謝物の変化の解析から、ミトコンドリ 
アの機能維持における統合的ストレス応答

の役割を明らかにする。 

 

【2】研究成果 

[2-1]本共同研究で明らかになった研究

成果 

 統合的ストレス応答の活性化によって誘

発される代謝物の種類とその変化のパター

ンを解析した。質量分析器を用いたメタボ

ローム解析を通じて、統合的ストレス応答

の活性化によって変化する代謝物をプロフ

ァイルすることができた。 

 

[2-2]本共同研究による波及効果及び今

後の発展性 

ミトコンドリア量制御の分子機構の解明は、

肥満や糖尿病といった代謝疾患に対する理

解を深め、それらの疾患に対する新たな治

療開発の基盤構築に役立つことが期待され

る。 
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【4】今後の課題等 

統合的ストレス応答の活性化によって変

化する代謝物をプロファイルすることが

できた。参考となる代謝物パネルが完成

したので、2024 年度には、ミトコンドリ

アが消失による代謝物の変化を、質量分

析器を用いたメタボローム解析を通じて

詳細に調査し、その結果を基にミトコン

ドリアの機能維持における統合的ストレ

ス応答の役割をさらに深く理解すること

を目指す。そして、最終的にはこれらの代

謝物がミトコンドリアの機能にどのよう

に作用するかを明らかにする。 


